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研究成果の概要（和文）：本研究では，職場における組織的公正（手続き的公正および相互作用的公正）やソー
シャル・キャピタルなどの組織要因が労働者の健康（精神的健康指標，虚血性心疾患の危険因子となる身体的健
康指標）と安全（ヒヤリ・ハット，事故）に及ぼす影響について検討するため，社会医療法人の病院・診療所に
勤務する職員600名を対象に，２年間の前向きコホート研究を実施した。

研究成果の概要（英文）：A two-year prospective cohort study of 600 employees from a hospital and 
clinics of a social medical corporation was conducted to examine the effects of organizational 
justice (i.e., procedural justice and interactional justice) and workplace social capital on 
physical and mental health outcomes as well as on safety outcomes.

研究分野：医歯薬学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 海外（主に欧州）では，多くの前向きコホ
ート研究によって，職場における組織的公正
（職場の意思決定の手順の公正さに着目し
た「手続き的公正」，上司の部下に対する公
正な態度に着目した「相互作用的公正」から
なる）やソーシャル・キャピタル（「信頼」，
「規範」，「ネットワーク」に特徴づけられる，
人々の協調行動を促進する概念）が，労働者
のうつ病，虚血性心疾患，死亡などの心身の
健康に影響を及ぼすことが明らかになって
いるが，わが国では，これらの研究の多くが
横断研究による検討にとどまっており，因果
関係の推定が十分に行われていなかった。ま
た，組織的公正やソーシャル・キャピタルが
ヒヤリ・ハット（インシデント）や事故（ア
クシデント）などの安全面に及ぼす影響につ
いて検討した研究は，国内外ともに行われて
いなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，２年間の前向きコホート研究に
よって，職場における組織的公正（手続き的
公正，相互作用的公正）とソーシャル・キャ
ピタルが労働者の衛生面（精神的健康指標，
虚血性心疾患の危険因子となる身体的健康
指標）と安全面（ヒヤリ・ハット［インシデ
ント］，事故［アクシデント］）に及ぼす影響
を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）ベースライン調査の実施 
 平成 26 年度は，社会医療法人の病院・診
療所に勤務する職員600名を対象にベースラ
イン調査を実施した。ベースライン調査では，
組織的公正，ソーシャル・キャピタル，精神
的健康度について尋ねる自記式質問紙を配
付した。同時に法人の人事データから，当該
年度の定期健康診断に関するデータと過去
１年以内のヒヤリ・ハット／事故の発生に関
するデータを取得し，質問紙の回答データと
統合し，ベースラインデータを作成した。衛
生面については病院・診療所の職員 600 名全
員を対象に，安全面については病院の職員
347 名のみを対象に，組織的公正およびソー
シャル・キャピタルとの横断的な関連を検討
した。 
 
（２）１回目のフォローアップ調査の実施 
 平成 27 年度は，ベースライン調査と同様
の手順で１回目のフォローアップ調査を実
施し，ベースラインデータと１回目のフォロ
ーアップデータを統合した。ベースライン調
査と１回目のフォローアップ調査の両方に
回答したのは 467 名（追跡率：78%）であっ
た。衛生面については上記 467 名全員を対象
に，安全面については病院の職員 261 名のみ
を対象に，組織的公正およびソーシャル・キ
ャピタルとの縦断的な関連を検討した。 
 

（３）２回目のフォローアップ調査の実施 
 平成 28 年度も，ベースライン調査と同様
の手順で２回目のフォローアップ調査を実
施し，ベースラインデータ，１回目のフォロ
ーアップデータと統合してパネルデータを
作成した。ベースライン調査，１回目のフォ
ローアップ調査，２回目のフォローアップ調
査の全てに回答したのは394名（追跡率：66%）
であった。衛生面については上記 394 名全員
を対象に，安全面については病院の職員 220
名のみを対象に，組織的公正およびソーシャ
ル・キャピタルとの縦断的な関連を検討した。 
 
４．研究成果 
（１）ベースライン調査の結果 
 ベースラインデータを用いた横断的な解
析の結果，手続き的公正，相互作用的公正，
ソーシャル・キャピタルが低いほど，心理的
ストレス相当（Ｋ６得点≧５点）および重症
精神障害相当（Ｋ６得点≧13 点）の精神的不
調の有所見率が有意に高かった。 
 身体的健康指標との関連については，相互
作用的公正が低いほど，低 HDL コレステロー
ル血症（＜40［mg/dL］）の有所見率が有意に
高く，また有意傾向ではあるが，ソーシャ
ル・キャピタルが低いほど，低 HDL コレステ
ロール血症の有所見率が高かった。高血圧
（収縮期血圧≧140［mmHg］または拡張期血
圧≧90［mmHg］），高 LDL コレステロール血症
（≧140［mg/dL］），高トリグリセリド血症（≧
150［mg/dL］）については，手続き的公正，
相互作用的公正，ソーシャル・キャピタルと
の間に有意な関連は認められなかった。 
 安全面との関連については，相互作用的公
正が低いほど，過去１年以内のヒヤリ・ハッ
トの発生率が低く，予想とは異なる傾向が認
められた。 
 
（２）１回目のフォローアップ調査の結果 
 ベースラインデータと１回目のフォロー
アップデータを用いた縦断的な解析の結果，
ベースライン時の手続き的公正，相互作用的
公正，ソーシャル・キャピタルが低いほど，
１年後の心理的ストレス相当および重症精
神障害相当の精神的不調の有所見率が有意
に高かった。とくに，ベースライン時のソー
シャル・キャピタルと１年後の心理的ストレ
ス相当の精神的不調との関連は，ベースライ
ン時のＫ６得点を調整後も有意であった。 
 身体的健康指標との関連については，ベー
スライン時の手続き的公正，相互作用的公正，
ソーシャル・キャピタルと，１年後の高血圧，
高 LDL コレステロール血症，低 HDL コレステ
ロール血症，高トリグリセリド血症との間に
有意な関連は認められなかった。 
 安全面との関連についても，ベースライン
時の手続き的公正，相互作用的公正，ソーシ
ャル・キャピタルと，その後１年間のヒヤ
リ・ハットおよび事故の発生との間に有意な
関連は認められなかった。 



 
（３）２回目のフォローアップ調査の結果 
 パネルデータを用いた縦断的な解析の結
果，ベースライン時の手続き的公正，相互作
用的公正，ソーシャル・キャピタルが低いほ
ど，２年後の心理的ストレス相当および重症
精神障害相当の精神的不調の有所見率が有
意に高かったが，これらの関連は，ベースラ
イン時のＫ６得点を調整後，いずれも有意で
はなくなった。 
 身体的健康指標との関連については，ベー
スライン時の手続き的公正，相互作用的公正，
ソーシャル・キャピタルと，２年後の高血圧，
高 LDL コレステロール血症，低 HDL コレステ
ロール血症，高トリグリセリド血症との間に
有意な関連は認められなかった。 
 安全面との関連についても，ベースライン
時の手続き的公正，相互作用的公正，ソーシ
ャル・キャピタルと，その後２年間のヒヤ
リ・ハットおよび事故の発生との間に有意な
関連は認められなかった。 
 
（４）限界点と今後の課題 
 本研究は全３回の調査で終了となるが，調
査対象者の多くが離職率の高い看護職であ
り，十分な追跡率を確保することが難しかっ
たこと，他の業種への一般化が困難であるこ
となどが限界点として挙げられる。今後，製
造業や建設業など，ヒヤリ・ハットや事故が
発生しやすい他の業種の労働者を対象に，十
分な追跡率を確保しながら，より長期的な検
討を行っていく必要がある。 
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